
 
 
 
 
 
 発行 西徳山まちづくりの会

２０１０年１０月１日 

第１１号 湯戸飛夜いけいけだより  
Jinen Joe

ゆ ― と ぴ や 

会員募集中 
 
あなたも「西徳山ま

ちづくりの会」で一

緒に活動しません

か。会では、常時

会員を募集してい

ます。 
 
連絡先； 
（0834）63-3770 

(神本)まで 

プ ロ グ ラ ム 
９：００   オープニング 

９：１０   キッズ・ダンス 

９：５０   ３小学校出演 

夜市小学校 

戸田小学校 

湯野小学校 

１０：５０  会場紹介＆フリマ宣伝 

   歌唱＆ダンス 

 

１２：００  オカリナ演奏 

  バンド演奏 

  健康体操  

１４：００  バンド演奏  

１５：００  大抽選会 

１５：３０  もちまき 

時間は多少前後します。 

記事: 

 
・ 第１４回西徳山い
けいけフェスタ 

 
• 会場案内 
 
・チケット発売中、豪
華賞品、フリーマ
ーケット、お願い 

 
・「戸田駅前１００周
年へ向けて」 

 
・ウソップ物語「湯戸
飛夜基本構想」
（ＰａｒｔⅡ）完成！ 

 
• 特産品開発「食べ
てみてーね いけ
いけシフォン“ご
ぼう味”」 

 
• 特派員報告 
「花いっぱい運動」 

 
• お知らせ 
 
 
 



１ 会場には駐車場が少ないので、ＪＲ等公共交通

機関をご利用ください。 

２ いけいけ焼きそばの交換は、１５時までです。品

切れの場合は、代替品とさせて頂く場合がありま

すので、お早めにお越しください。 

３ いけいけ大抽選会は、１５時からステージで行い

ますが、当選者が会場におられない場合は無効

となりますのでご注意ください。又、この券が当選

賞品交換券となりますので、捨てないでお持ち

ください｡ 

４ 当日が雨天の場合はフェスタを中止しますが、

景品の交換は、１０時から１４時までの間、ＪＲ

戸田駅前広場にて行います。 

チケットの払い戻しはいたしませんので、ご了

承ください。 

 

いけいけフェスタ実行委員会からのお願い 

いけいけフェスタチケット絶賛発売中 

いけいけ大抽選会応募券、スピードくじつき

のチケットを１,０００円で絶賛発売中です！ 

大ボリュームのおいしい焼きそばとジュース

２本（又はビール１本）の引換券がついていま

す。チケットは湯野、戸田、夜市の各公民館に
あります。フェスタ当日は、本部で販売します。 

会 場 案 内 

フリーマーケット 
フリーマーケットは、毎年２０人前後の方が３０ち

かくの区画に出店を行っています。出店内容は、子

供に人気のある「玩具」や「カードゲーム」、多くの方

に人気のある「古着」や「日用品」など、それぞれの

方が嗜好をこらしたラインナップとなっています。 
戸田駅前がきれいに整備されてからは出店でき

るスペースが限られ、フェスタが近づくにつれて出

店の問い合わせに応じられない場合が多くなって

いますが、今年も毎年出店をされている方が大い

に盛り上げてくれる予定です。楽しみにして、会場

に足を運んでください。 
 

【屋台村メニュー】 

かき氷 

ビール 

お酒 

つまみ 

うどん 

たい焼き 

たこ焼き 

ホットコーヒー 

大抽選会 豪華賞品！！ 

特等 ２０インチ液晶テレビ １本 

その他豪華商品 多数  乞うご期待！ 

国道２号線 

ＪＲ山陽本線 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「戸田駅開設１００周年」へ向けて！！（その２） 

～ 戸田駅前に在住の岩崎さんにインタビュー ～ 

西徳山ウソップ物語「湯戸飛
ゆ ～ と び

夜
や

基本構想」（ＰａｒｔⅡ）完成！ 
 

昨年１２月に新基本構想検討委員会がスタートし、

７回に及ぶ検討を重ねて、ついに完成しました。 

近々公開の予定です。ご期待ください。 

 

〈検討委員会メンバー〉 

神本康雅、木曽裕子、弘中順子、井上秀行 

野村才人、松原邦夫 

「赤の広場で三角ベースの野球をしていました。」 
「えっ、赤の広場」 
「赤土の広場だから、私たちはそう呼んでいたので

す。戸田駅の国道を挟んで北側にそれはありました。

その東側が農協の倉庫で、その隣が自転車屋。広場

の西側には家がずらりと並んでいて、雑貨屋も２軒、自

転車の預かり所を生業としている家も２軒ありました。

その２軒の自転車預かり所もおびただしい数の自転車

であふれ、戸田駅を利用する人たちがどれほど多いか

を物語っていました。そうそう、食堂のような一杯飲み

屋もありました。」 
「いつ頃のことですか。」 
「私が小学生のころですから、昭和３５年前後のこと

ですかね。日通が、坑木、薪、松などあらゆる種類の材

木をたくさん集めていました。それを今も残っている引

込み線で積み込んで運んでいくのです。実際に蒸気を

吐くＳＬをプラットホームからではなく下から見上げると

恐ろしいほどの迫力でした。実証店舗「ゆーとぴや」の

所は官舎が５棟建っていて、駅長さんたちが住んでい

ました。それは杉板の塀で囲まれていて、その周りをぐ

るぐる廻って鬼ごっこをしたものです。駅前のロータリー

では盆踊りもしておりました。」 
岩崎さんは、遠い昭和３０年代を思い出して、少年の

ころのような眼になっていました。 
「私がＪＲから委託されて、戸田駅のキヨスクを平成

元年から１２年くらいやりましたが、その当時はまだコン

ビニが今のように普及していなくて、近所の人のコンビ

ニのようなものでした。もちろん駅の利用客にとっても

かけがえのないものでした。 
仕事に疲れたおじさんがワンカップの酒を一杯飲ん

で帰って行ったり、通学の学生が利用したりしていまし

た。 

学生たちとも仲良くなりました。まじめな子はあまり

口を利きませんが、ズボンを下げたりしてちょっと悪

がっている子は、よく挨拶もしてくれますし、本当はい

い子なんです。女の子も悪がっている子がいました。

その子達も今は、人の親になっているのでしょう

ね。」と、岩崎さんは人のよさそうな目をして語り続け

ました。 
岩崎さんは名ギタリストで、西徳山いけいけフェス

タで「おやじバンド」を組んで、ヴェンチャーズのナン

バーを演奏したことがあります。リードギターという主

旋律を奏でる役割ですが、その腕前はなかなかのも

ので、ちょっと右に出る者はいないと言われていま

す。 
「また、いけいけフェスタで演奏してください。」と水

を向けると、 
「いや、お恥ずかしい。メンバーがそろえば、是非

演奏させてください。」 
とその眼は、きらきらと光っていました。 



 
 

特産品加工部会からの報告 
 

 …… 第 1号 誕生！！ …… 

「食べてみてーね  

いけいけシフォン“ごぼう味”」 
 
今回は地物一押しの素材の牛蒡にこだわ

り、幾度となく試作・試食を重ね、とうとう「や

ったね」という味のシフォンケーキが完成しま

した。 
牛蒡の何とも言えないあのいい香りがすっ

きりとした甘さのシフォンケーキになりました。 
自信を持って、超「おすすめ」です。皆様是

非食べてみて～ね。本物の味です。 
いけいけフェスタでお披露目しま～す。 

西徳山まちづくりの会 
ホームページ URL: 
www.nishi-
tokuyama.gn.to 

お知らせ 

いけいけフェスタ・スタッフ打ち上げ 
１０月２３日（土）１８：３０から夜市公民館でいけいけフェスタのスタッフ打ち

上げ会を開催します。 
 
西徳山まちづくりの会 全体会 
原則として毎月１日および１６日の１９：３０から夜市公民館で開催します。興

味のある方は遠慮なくご参加ください 
 
☆☆お願い☆☆ 
戸田駅前の送迎用の駐車場に長時間車を止めると、子供たちの送迎に迷

惑がかかり、事故にもつながります。是非、ご協力ください。 

発行責任者 
会   長  酒井昭子 
広報部長  石田真理子 

花 咲き誇る 
夏の暑さにもまけず（今年の猛暑に

は、少々負けたかも・・・） 今を盛りと咲

き誇っています。マリーゴールド、サルビ

ア、ほうきぐさ、黄花コスモス、ポーチュラ

カ等、毎日水やりに汗をながしています。

“よく咲きましたね”と声をかけていただく

と汗もふきとびます。 

 花いっぱい運動 特派員報告  

編集後記 

今回は、インタヴュー記事

として戸田駅前に在住の

岩崎さんを訪問しました。

奥さんとお二人で対応して

くださり、その駅への思い

の強さをあらためて感じま

した。国鉄の職員だった

り、ずっと駅を利用していた

りして、その思いは人それ

ぞれでしょう。それぞれの

戸田駅物語があると思い

ます。 

いま、開設９９周年を迎え

た戸田駅を基点にして活

動している私たちにも、さま

ざまな物語があります。 

そして、これからの物語も

描いてみました。西徳山ま

ちづくりの会の今後１０年

間の活動指針である西徳

山ウソップ物語「湯戸飛夜

基本構想」（part2）です。こ

の物語もついにまとまりま

した。 

私たちの描く西徳山未

来予想図が今年中にはで

きあがり、それを道しるべ

として活動をしていきます。

基本構想そのものにも期

待していただき、１０年後の

西徳山にも期待をし、夢を

持って臨んでいくことが大

事なことだと思います。 

 

編集長 神本康雅 

 


